　　　　　　　　　　　保全処分命令の申立

                                            　平成＊＊年＊＊月＊＊日

東京地方裁判所　御中

　　　　　　　　申立人（差押債権者）　株式会社山田工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記代表取締役　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３－＊＊＊＊－＊＊＊＊

当事者　　　別紙当事者目録記載のとおり

事件の表示　御庁平成＊＊年（ケ）第＊＊号

　　　　　　不動産競売申立事件

申立の趣旨

相手方は、別紙物件目録記載の建物に対し、取壊し・毀損など価値の減少をきたすおそれのある行為をしてはならない。

との裁判を求める。

申立の理由

１　申立人は、平成＊＊年＊＊月＊＊日相手方所有の別紙物件目録記載の建物（以下「本件建物」という。）について、抵当権実行としての競売申立をし、(同日受理）、同年＊＊月＊＊日不動産競売開始決定がなされ（上記事件番号）、同月＊＊日に差押登記がなされた差押債権者である。

２　本件建物は営業用店舗であるところ、上記競売申立の後平成＊＊年＊＊月＊＊日に申立人関係者が現地調査に出向いたところ、相手方は建物解体業者などを用いずに自ら本件建物の店舗内造作類の解体作業などを行い、本件建物出入口の扉を撤去するなど、本件建物を毀損する行為に及んでいた。

３　かかる行為は本件建物の価値を減少するおそれのある行為であり、本件建物の換価に大きな影響を及ぼすものであるので、申立人は民事執行法第５５条に基づき、上記申立趣旨記載の裁判を求め、本申立をする。

疎明方法

疎甲第１号証　　不動産登記簿謄本

疎甲第２号証　　現況報告書

疎甲第３号証　　現況写真

添付書類

１　疎甲号証　　　各１通

２　資格証明書　　　１通
